





── A.センと G. A.コーエンとの間の遣り取りを手がかりに──
 西　口　正　文*
The Range of Elucidation of the Concept Capability:
By the Clue of the Interchange of Views about the Concept








































































































































































































































































































潜在能力」［G. A. Cohen 1990］，アマルティア・セン「潜在能力と善き生」［A. Sen 1993］，
クリスティーヌ・コースガード「ジェラルド・コーエン：何の平等か？──効用，財およ







































い」［G. A. Cohen 1990: 365］ということになるだろう。この点に関してのロールズの捉え
方はさらに，努力のあり方に対する責任についても，嗜好のあり方に対する責任について
も，実際の具象的事例のそれぞれにおいてどれだけが当人の責任分でどれだけがそうでな













































































味を（あらためて）説いている［A. Sen 1993: 43‒45］。
　こうした応答を行なったうえでセンは，コーエンによる「生き易さへの接近条件の平
等」（equality of access to advantage）を鍵概念とする規範的探究への取り組みが，「（基本
的）潜在能力の平等」を鍵概念とする自らの取り組みと，（それぞれの焦点の定め方の違
いがあるにせよ）噛み合うものであり探究の深化にとって触発し合えるものだ，と考えて









































































































「個人の自律性と自らの行為に対する責任性を傷つけることだ」［Nozick, R. 1974: 214／355頁
（訳書）］と。
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